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表　紙

インドネシア・クラカタウ火山：1883年に発生したカルデ
ラ噴火によって発生した大津波によって破壊された，ジャ
ワ島西岸アンイェル近くのフォースポイント灯台の残骸．ク
ラカタウ火山は写真遠方約40kmにあり，カルデラ噴火に伴
う火砕流が海に突入することによって生じた津波はジャワ
島・スマトラ島の海岸に壊滅的な被害を与えた．フォースポ
イント灯台はレンガ造りの基部を残して完全に破壊され，そ
の残骸の一部は海岸から1km以上も内陸まで運ばれた．
周囲の波食台の上には直径数mの津波石が散在している
のが見える．クラカタウ火山1883年噴火は，主に津波によ
って36,000名以上もの犠牲者を生じた史上最大の火山災
害をもたらした． （写真と文：下司信夫・鬼澤真也）
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